
2022年8月１日

スマートグラスを使ったICT・次世代コミュニケーションを楽しみながら地域の課題を解決

「スマート買い物サービス体験」を開催します

【問い合わせ先】
■高知工科大学 入試・広報課 岡花・石川 TEL：0887-53-1080／E-mail：kouhou@ml.kochi-tech.ac.jp
※当日は、研究連携課 竹内・高橋が対応いたします。ご用の場合は、竹内携帯080-7014-4351にご連絡ください。
■株式会社土佐山田ショッピングセンター 代表取締役社長 石川 TEL 0887-52-2131
■凸版印刷株式会社 高知営業所 中尾・森山 TEL：088-824-7791／E-mail：yuichiro.nakao@toppan.co.jp

開催概要
■日時：2022年８月４日(木) 13:00～14:00

■場所：買い手 奥物部ふれあいプラザ１階 あったかふれあいセンター（香美市物部町大栃878-3）

売り手 バリューかがみの店（香美市土佐山田町百石町２丁目6-16）

■主催：高知工科大学 地域連携機構

■共催：株式会社土佐山田ショッピングセンター、凸版印刷株式会社中四国事業部 高知営業所

8月4日(木)、高知工科大学、株式会社土佐山田ショッピングセンター、凸版印刷株式会社は、
地域課題の解決につなげるための取り組みとして、スマートグラスを使った買い物支援の実証
実験「スマート買い物サービス体験」を開催します。
スマート買い物サービスとは、ショッピングセンター売り場の店員がスマートグラスをかけて
見た商品の映像を、遠隔地に居る買い手がタブレット端末で確認し、遠隔地から指示しながら
品定めをするものです。
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【注目ポイント】
・買い物困難者の支援という日常生活に密着した地域課題を、コミュニケーションを軸としたICT機器・
ICTサービスを駆使し、解決の糸口を見つけます。
・新しい買い物体験である「スマート買い物サービス体験」には、香美市の住民が参加します。
・実証実験で得られた成果をいかし、産学官連携でモノ+コトの商品サービスの事業化に取り組んでまいり
ます。

高知工科大学が提案するコンセプト
・新しい物の売り方
・買い物困難者の支援
・高齢者の見守り
・コミュニケーション活性化

サーバー

会話をしながらポインターで指示スマートグラスをかけて柚子収穫

＜体験イメージ＞ 昨年実施したバーチャル柚子収穫の場面より

＜実験内容＞

あったかふれあいセンター「ものべサロン ひとやすみ」

サーバー

バリューかがみの店

RemoPick™（リモピック）は、凸版印刷株式会社が提供する、スマートグラス
やタブレットなどを用いて遠隔地をリアルタイムで繋ぎ、よりスムーズなコ
ミュニケーションを可能とする次世代サービスです。売り手は、スマートグラスをかけて商品の

映像を提供、商品の魅力を発信

買い手は、売り手との
会話を楽しみながら、
購入したい商品を品定
めし、画面をタッチす
ることで詳しく見たい
ものを指示できます
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